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１ 研究の動機 

 平成 20年に告示された中学校学習指導要領解説

数学編１）で，数学科の目標に「数学的活動を通して」

と加えられると同時に『数学的活動とは，生徒が目

的意識をもって主体的に取り組む数学にかかわり

のある様々な営みを意味している（p15）』と数学的

活動の定義が記述された。中学校学習指導要領（平

成 29 年告示）解説２）では，数学的活動の定義が『数

学的活動とは，事象を数理的に捉え，数学の問題を

見いだし，問題を自立的，協働的に解決する過程を

遂行することである（p23）』と従来の意味がより明

確に記述された。 

 相馬，谷地元３）は『数学科での「問題解決の授業」

は，数学的活動を通した授業を日常的に行って「主

体的・対話的で深い学び」を実現するための学習指

導法である（p16）』とし，問題解決の授業の具体に

ついては『問題を提示することから授業を始め，問

題の解決過程で新たな知識や技能，数学的な見方

や考え方などを同時に身に付けさせていく学習指

導（p18）』と述べている。 

 私は，中学校学習指導要領に記述されている内

容と，相馬，谷地元の述べている内容から，「問題

解決の授業」が中学校学習指導要領の数学科の目

標を達成するために適した指導法であると考え，

日々授業実践と改善に努めている。授業改善の際

は，提示する問題や発問，学習形態について考える

ことが多かったが，令和５年４月に赴任した中学

校の ICT 環境が充実していたことをきっかけに，

「問題解決の授業」と効果的な ICT の活用方法に

ついて考察するようになった。はじめに提示する

問題や授業の主な流れを変えるのではなく，今ま

でペンやノート，黒板を使っていた場面の一部で

ICT を活用するように変えるだけで，よりよい「問

題解決の授業」になる可能性があると考えている。

特に，文部科学省が作成した算数・数学科の指導に

おける ICT の活用について４）や GIGA スクール構想

のもとでの中学校数学科の指導について５）の活用

例にある関数・図形・統計に関するソフトウェアの

ような「特定の領域や単元で使用できる ICT」では

なく，生徒の学習に対する主体性や目的意識を向

上させたり，考えの共有・比較の手助けをしたりす

る「領域や単元に関わらず使用できる ICT」に焦点

をあてて考察する機会とした。 

 

２ 研究の目的と方法 

目的１：よりよい「問題解決の授業」づくりについ 

て考察する。 

目的２：よりよい「問題解決の授業」づくりのため 

の効果的な ICT の活用方法について考察 

する。 

方法１：文献をもとに，「問題解決の授業」づくり 

で大切なものについて考察する。 

方法２：仮説をたて，授業実践や授業に関する生徒 

への調査結果をもとに ICT の活用方法に 

ついて分析する。  

  

３ 研究の内容 

（１）「問題解決の授業」づくりで大切なもの 

 本研究では，ICT の活用方法について考察するこ

とが主な目的であるが，よりよい「問題解決の授業」

づくりと関わる点に焦点を当てたい。ICT を活用す

ることによって授業準備に費やす時間が削減され

る等，教師の働き方に関わる点は研究の対象とは

しない。そのため，本研究ではまず「問題解決の授

業」づくりで大切なものが何かを明確にする必要

がある。これらについて，３つの文献をもとに考え

てみる。 

 

ア 相馬一彦・谷地元直樹(2020)の『中学校数学科

の授業改善』では，「問題解決の授業」づくりで大

切なものについて次のように書かれている。 

 『問題や課題について，「おや？」「なぜ？」とい

う気持ちを引き出すことによって目的意識や必要

感が生まれ，それが学習意欲につながって主体的
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に取り組む学習が実現されるであろう。これは「問

題解決の授業」においても特に大切にしてきたこ

とである（p13）』 

 『私たちがはじめての問題に直面したときでも，

はじめから見通しが立つことは少なく，予想する

（見当をつける）ことから考え始めることが多い。

数学の授業でも，こうした自然な流れを大切にし

たい（p23）』 

 『「問題解決の授業」は，個人思考（長い時間を

とりすぎない）のあとに学級全体で考え合う集団

解決を大切にする授業である（p20-21）』 

 

イ 相馬一彦(2017)の『「主体的・対話的で深い学

び」を実現する！「問題解決の授業」ガイドブック』

では，「問題解決の授業」づくりで大切なものにつ

いて次のように書かれている。 

 『教師が一方的に教え込むのではなく，問題や課

題に対して児童・生徒が主体的に取り組むことを

大切にする授業です（p11）』 

 『「問題解決の授業」で最も大事にしたいことは，

問題や課題についてみんなで考え合いながら解決

していく集団解決の時間です（p12）』 

 『問題提示にあまり時間をかけず，自分なりに考

える時間や，集団解決の中で「考え合う」時間をで

きるだけ多く確保することが大切です（p24）』 

 

ウ 相馬一彦(1997)『数学科「問題解決の授業」』

では，「問題解決の授業」づくりで大切なものにつ

いて次のように書かれている。 

 『机間指導は，個別指導だけが目的ではない。「問

題解決の授業」を行っていく上で重要な役割を果

たすように思う。それは，机間指導を通して， 

・生徒たちの考えを把握する 

・どの考えを，どのような順序で取り上げるのかを

決める 

ことができるからである。この２点は，「問題解決

の授業」での大切なポイントになる（p67）』  

 

 これらの記述から，本研究では以下の４点を「問

題解決の授業」づくりで大切なものとして考える。 

①目的意識をもち，生徒が問題や課題に主体的に

取り組むこと 

②予想する（見当をつける）ことから考え始めるこ

と 

③教え合う時間を充実させること 

④授業者が生徒の考えを満遍なく把握すること 

（２）仮説設定 

 上記①から④については，問題や発問，学習形態

等の工夫だけでなく，授業の中で ICT をどのよう

に活用するかという点も大きく関係していると感

じている。そこで，これまで授業を実践し感じたこ

とをもとに，３つの仮説を立てる。 

 ①については，どんなに問題や発問を工夫して

も生徒によっては問題内容を把握することに多く

の時間を要し，授業中の導入の時間だけでは「お

や？」「なぜ？」という気持ちを抱くことができず，

目的意識や必要感が薄いまま授業を受けている生

徒が一定数存在するであろうとも考えているため，

次のような仮説を立てる。 

【仮説１】 

本時の課題につながる内容を「予習」という形で

事前に電子媒体で提示し，時間をかけて考える機

会を与えることで，授業中の導入時間で多くの生

徒が問題内容を確実に把握し，「おや？」「なぜ？」

という気持ちを抱き，目的意識をもち，問題や課題

に主体的に取り組む。さらに，学級の生徒それぞれ

の「予習」に対する考えをタブレット上で共有でき

る（それぞれの考えが書かれたシートを常に見る

ことができる）ようにすれば，数学に対して苦手意

識のある生徒でも取り組むことができる可能性は

高まり，目的意識をもって授業中の問題や課題に

取り組むことにつながる。 

 ②については，自らの考えをノートへ一切記述

せずに答えを予想しようとし，結果として問題の

答えについて予想できない，見当もつけられない

生徒が一定数存在すると感じているため，次のよ

うな仮説を立てる。 

【仮説２】 

授業のはじめに提示する問題を黒板への提示や

紙媒体での配付だけでなく，電子媒体で配付しタ

ブレット上で問題について考えることができるよ

うにすることで，ノートよりも「書くこと」や「消

すこと・書き直すこと」に対する抵抗が減り，記述

して考え，問題の答えを予想できる生徒が増える。 

 ③については，ペアやグループの組み方が適切

ではなく，生徒が多様な考えに十分触れられず，問

題を解決した生徒が一方的に説明するだけで教え

合いの時間になっていない場合があると感じてい

る。④については，生徒数や生徒の実態によっては

机間指導では生徒の考えを把握しきれていないと
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感じている。そこで，③と④に関して次のような仮

説を立てる。 

【仮説３】 

問題に対する考えをタブレット上で共有できる

（それぞれの考えが書かれたシートを常に見るこ

とができる）ようにすることで，ペアやグループに

関係なく多様な考えに触れることができる。また，

個人思考しながら生徒はそれぞれのタイミングで

他者の考えを見ることができるため，ペアやグル

ープで学習を始める際に考えを発表する時間が不

要になり，疑問点や不明点がある等，必要性を感じ

た生徒が質問し始めることから教え合いが進んで

いくため，より充実した時間になる。さらに，授業

者もタブレット上で生徒の考えを過程も含めて一

覧にして見ることができるため，机間指導よりも

生徒の考えを把握できる。 

（３）授業実践 

 ここまでの考察を踏まえた上で１年間授業実践

に取り組み，具合的に以下のような授業を第３学

年で行った。学習指導案は別紙の通りである。 

単元 

第３学年 第４章 ２節「２．関数 y＝ax²の値

の変化」 

本時の目標 

関数 y＝ax²の値の変化について理解し，変化の

割合に関する様々な問題を解くことができる。 

本時の課題 

関数 y＝ax²の変化の割合について，どのように

考えるとよいのだろうか。 

【仮説１】とのかかわり 

「予習」を通して，本時の授業が変化の割合につ

いての学習であることに気付かせたり，今まで学

習した関数とは変化の割合に対する考え方が異な

るのではないかという疑問を抱かせたりすること

で，生徒が目的意識をもつことにつながり，問題や

課題に主体的に取り組むことになる。さらに，Canva

を用いてタブレット上で「予習」に対する考えを共

有できる状態にすることで，数学を苦手とする生

徒に対しても同様の効果が期待できる。 

【仮説２】とのかかわり 

問題について，Canva を用いてタブレット上で考

えることができるようにすることで，「書くこと」

や「消すこと・書き直すこと」に対する抵抗が減り，

結果として「表を書いて考えることで解決できる

のではないか」と予想したり，見当をつけたりする

生徒が増える。 

【仮説３】とのかかわり 

Canva を用いて，タブレット上で問題に対する考

えを共有できる状態で個人思考することによって，

全員が様々な考え（方程式）に触れた状態でペアや

グループでの学習が行われる。その結果，ペアやグ

ループでの学習の中で，「問題を解決するための方

程式が異なっていても考え方は同じであること」

に気付いたり，「教科書に記載されていない解き方

があること」を知ったりすることができる。また，

授業者は生徒の考えをタブレット上で過程も含め

て把握できるため，「どの生徒へ，どのような声掛

けが必要か」，「学級全体で共有したい考え方が何

通りあるのか」，「どの順序で共有すると生徒の考

えは深まるのか」を考えることができる。さらに，

タブレット上で共有しているため，「～さんの考え

を見てください」と伝えたり，TV に映したりする

ことが可能であり，学級全体での共有も円滑にな

る。 

（４）生徒への調査 

 【仮説１】から【仮説３】に基づいた授業で１年

間学習した生徒（第３学年２８名）を対象に，本研

究と関わりのある質問項目を入れた調査を年度末

に行う。本研究と関わりのある質問項目は以下の

通りである。 

質問１ 

「予習」は，その日の授業に対して目的意識をも

つことや，その日の学習内容についての理解を深

めることにつながっていたと感じますか。また，そ

う感じる理由を教えてください。 

質問２ 

 授業のはじめに提示される「問題」がデジタル化

されたことで，個人思考の際に問題の結果や考え

方について予想する（見当をつける）ことはしやす

くなりましたか。また，そう感じる理由を教えてく

ださい。 

質問３ 

 ICT を使って，問題についての記述を常に共有す

るようになり，「考え合うこと」は以前よりも充実

していますか。また，ICTを使って、問題について

の記述を常に共有するようになり，「教え合うこと」

は以前とどのように変わったと感じますか。 

質問４ 

 ICT を使って，問題についての記述を常に共有す

るようになったことで，以前よりも授業者が生徒
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の考えを把握していると感じますか。また，そう感

じる理由を教えてください。 

 

４ 研究の成果と問題点 

（１）【仮説１】の成果と問題点 

下の生徒の記述のように，「予習」で y＝３x と y

＝３x²の変化の割合を比較することによって，６

割強の生徒が「y＝ax²の変化の割合が一定ではな

いこと」に注目し，「変化の割合が一定ではない場

合は，どうすればよいのだろうか」という疑問を授

業の前に抱いていた。また，「予習」の記述内容を

共有することによって短い導入時間で多くの生徒

が目的意識をもつことができた。さらに，調査結果

からも「予習」が授業中の問題や課題に生徒が主体

的に取り組む態度につながっているとわかる。 

しかし，全員が「予習」に取り組む保証がない点

と，「予習」をもとに本時の学習内容について事前

に勉強した生徒は授業中に新たに学ぶ内容が少な

くなってしまう点の２点が問題点となった。 

＜「予習」に対する生徒の記述＞ 

生徒の記述① 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の記述② 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の記述③ 

 

 

 

 

 

 

＜質問１の調査結果（記述は一部抜粋）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）【仮説２】の成果と問題点 

授業中の様子から，正しいかどうか分からない

から書きたくないという理由で，自分の考えをノ

ートへ書くということに抵抗のある生徒が，答え

にたどり着いていないものの，タブレットに表を

書いて考える姿が見られた。また，調査結果からも

およそ５割の生徒がタブレットを用いることで，

問題の結果や考え方について予想する（見当をつ

ける）ことがしやすくなったと感じていることが

わかる。 

【仮説２】については，タブレットの使用を強制

せず選択肢の一つとして追加している。そのため，

今まで通りノートに記述して考えることもできた

り，一切記述せずに考えることもできたりするた

め，ネットワークの不具合によってタブレット上

に記述できないこと以外，大きな問題点は見受け

られない。 

＜質問２の調査結果（記述は一部抜粋）＞ 
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（３）【仮説３】の成果と問題点 

タブレット上で考えを共有することによって，

下のような生徒の記述を多くの生徒が見ることに

なり，「表を書いた後，人によって問題を解決する

ための方程式が 24a＝144 と 2a＝12 で異なるのは

なぜだろう」や「12＝a(－5＋7)の右辺は，なぜあ

のような計算をしているのだろう」という疑問の

声が多くでた。その結果，教え合いが充実したもの

になった。また，Canva を用いてタブレット上で生

徒の考えを過程も含めて把握できることが，生徒

への効果的な声掛けと，適切な順序で授業者が考

えを紹介することにつながった。さらに，調査結果

からもタブレット上で考えを共有することが「教

え合うこと」と「授業者が生徒の考えを把握するこ

と」の質を高めているとわかる。 

しかし，他者の考えを見て理解したつもりにな

っている生徒がいる点と，多様な考え方に多く触

れることで頭の中が混乱してしまう生徒がいる点

の２点が問題点となった。 

＜「問題」に対する生徒の記述＞ 

生徒の記述① 

 

 

 

 

 

 

 

 

生徒の記述② 

 

 

 

 

 

 

生徒の記述③ 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問３の調査結果（記述は一部抜粋）＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜質問４の調査結果（記述は一部抜粋）＞ 

 

 

 

 

  

５ まとめ 
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５ まとめ 

（１）成果 

ア 生徒が「予習」に取り組み，考えを共有できる

ことによって，授業中の短い導入時間でより多く

の生徒が「おや？」「なぜ？」という気持ちをもち，

学習内容に対して目的意識や必要感を抱くことに

つながったと考えられる。 

イ 思考するために使用する媒体が紙だけでなく，

電子媒体を追加することで，電子媒体を使って考

えることを得意とする生徒の思考を支えることに

つながったと考えられる。 

ウ 問題に対する考えを共有することで，多くの

生徒が多様な考えに触れるようになり，他者の考

えに対して「なんで？」という疑問を抱き，自ら質

問して学習を進める生徒の姿が増えたことから，

教え合いの時間を充実させることにつながったと

考えられる。また，タブレットを用いて考えを共有

することで，最終的な生徒の考えでなく，過程も含

めて一覧にして把握することができる。そのため，

適切な順序で生徒の考えを紹介できるだけでなく，

机間指導よりも適切なタイミングで必要な声掛け

が行われていると生徒が実感している。以上のこ

とから，考えを共有することが生徒の考えを満遍

なく把握することにつながったと考えられる。 

 

（２）課題 

ア 学習に対する目的意識や主体性について，「予

習」に取り組んだ生徒と取り組んでいない生徒の

間に差が生じないようにするためには，どのよう

な手立てをとればよいのか。 

イ 考えを共有することで，理解できていないの

に理解したつもりになっている生徒をどのように

把握し，理解させるためには，どのような手立てを

とればよいのか。 

ウ 生徒が多様な考えを適切に処理し，理解を深

められるようになるためには，どのような手立て

をとればよいのか。 
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